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い,これが木材の接 着剤として充分使 用できるこ とを試験検討 し, その結果を報告 してき
た 1'2)｡
本報ではアセ トン-ホルマ リン樹指と木粉 とを使用して成型物への応用をこころみ,各種の
成型条件,およびそれにしたがう性質,すなわち,圧縮強さ(kg/cm2),引張 り強さ(kg/cm2),
曲げ強さ (kg/cm2),硬度 (kg/cm2),ならびにおのおあについての耐水試験を行った｡ なお
使用偶指は Al-F3.5 すなわちアセ トン1モJL,に対しホルマ リン2.5モルを陥合さしたもので,
この製法は前報 と同じである1㌦ 硬化剤としてほ30%カセイソ-ダ水溶液と粉末水酸化カルシ
ウムの二種を使用した｡また使用した木粉の材啓,および含水率は大体次のようである｡













および第 1･1図で 示した｡ これに よれば
最初成型圧の増加とともに圧縮強さは増大
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㌔(pressingtime)5分
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混和し,成型圧を 171kg/cm2 として, 10分および5分の成型時問で行った｡その結果を第
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100oC 以上であれば5-10分で充分である｡ この時の圧縮強さは常態 420kg/cm2,耐
水 315kg/cm 2である｡ なお成型時間の延長はいくぶん圧縮強さを増加さす｡
iv)耐水性の最適成型圧 97kg/cm2 で成型 したものは 3日間の浸水で約25%の圧縮強さ
が低下するがそれ以上の浸水では圧縮強さはさほど低下しない｡また浸水後の風乾時間
と比例して圧縮強さは増加する｡
V) 一･紋にアルカ リ性溶液,およびメチルアルコール溶液 よりも酸性溶液に対して耐久性
がある｡
b)引凝 り強さ,曲げ強さ,硬度では
i)引張 り強さは木粉の粒度 の大きいほうがよく常態,耐水試験 との差 は非常に小であ
る｡ しかし圧縮強さに比 して非常に小である｡
ii)曲げ強さ,ならびに硬度は,常態,耐水試験 ともに成型圧 171kg/cm2 附近が最高







































































































































木 材 研 尭 第18昏 (昭32)
8oC,浸水後常温 (80-loo°.)で30分間風乾 して後,圧縮強 さを測定 した｡なお使用した木粉
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成型圧 97kg/cm2 ならびに 171kg/cm2
浸水湿度 80-loo°,浸水後常温 (10oC～















































成型圧は常態および耐水試験で最高の圧縮強さを示した 171kg/cm2 および 97/cm2 をと
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ii)最適成型圧は常態試験では 171kg/cm2,耐水試験では 97kg/cm2 であってカセイソ
-ダを硬化剤とした場合 とまったく一･致する｡
なお成型圧 171kg/cm2,の最適条件で成型されたものの比重は1･18前後である｡
実 験 の 部









引張強度試験では 1.Ocmx3.0cmX9.0cm の試験片により,平均荷重速度毎分 400kg/cm2
以下で測定した｡
曲げ強度試験では 1.Ocmx3.0cmx9.0cm の長方形試験片をつくり,支点距離 3.0cm で其
の中央に集中荷葺を加えて行った｡なお荷重点,および支点の丸味の直径 1.6cm,平均荷重
速度は毎分約 300kg/cm2以下で測定した｡これより曲げ強さは次の式によって計算した0















? ? ー ?
Cure:Filler(Woodpowder)grade,siftedtopassa15meshsieve.
Densityofmoldings,d-1.13(NaOH),d-キ:.i8::(Ca(OH)ヱ).
??? ??? ??? ? ? ? ? ???????????
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Resume
Ithasbeenreportedinthepreviouspaperthatacetone-formalineresincould
beusedsatisfactorilyasawoodadhesive,when sodium hydroxidesolution or
pulverizedcalcium hydroxidewasaddedtoresinasahardeningagent. Thisrer
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